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仏
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大
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仏
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身
延
山
大
学
仏
教
学
部
の
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
一
〇
月
一
日
か
ら
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
教
員
消
息
（
平
成
三
一
年
度
）

▽
退
任

　
　

特
任
教
授　
　

浜
島
典
彦
（
学
長
）

　
　

教
授　
　
　
　

長
又
高
夫

　
　

教
授　
　
　
　

三
輪
是
法

　
　

特
任
教
授　
　

北
村
愛
子

　
　

准
教
授　
　
　

楢
木
博
之

▽
新
任

　
　

特
任
教
授　
　

庵
谷
行
亨

　
　

特
任
教
授　
　

田
淵
和
子

　
　

特
任
准
教
授　

髙
橋
賢
充

　
　

特
任
講
師　
　

岡
田
文
弘

　
　

特
任
講
師　
　

建
守
善
之

　
　

助
教　
　
　
　

桑
名
法
晃

〇
教
員
活
動
（
計
二
二
名
）

▽
望
月　

海
慧　

教
授
（
副
学
長
）



身
延
山
大
学
仏
教
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紀
要
第
二
十
号　

令
和
元
年
十
月

四
三

《
著
書
》

（
編
著
）Acta Tibetica et Buddhica 11. M

inobu: M
inobusan U

niversity, 2018, N
ov.

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳『
妙
法
蓮
華
註
』「
序
品
」和
訳
⑵
」（『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』第
一
九
号
、身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

（
単
著
）「
後
期
中
観
文
献
に
説
か
れ
る
止
観
」（『
佛
教
義
理
與
實
踐 

國
際
學
術
會
議 

論
文
集
』
臺
北
廣
明
寺
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

（
単
著
）「D

īpaṃ
karaśrījñā na

と
六
字
真
言
」（Acta Tibetica et Buddhica 11

、
身
延
山
大
学
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
室
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

（
単
著
）「Five rem

aining W
orks on the esoteric R

itual of D
īpaṃ

karaś rījñā na

」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
七
巻
第
三
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学

会
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

（
単
著
）「
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
『
マ
ン
ト
ラ
義
入
』
に
つ
い
て
」（『
宗
教
研
究
』
第
九
一
巻
別
冊
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

（
単
著
）「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
』「
方
便
品
」
和
訳
⑵
」（『
身
延
論
叢
』
第
二
四
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

（
単
著
）「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
』「
譬
喩
品
」
和
訳
」（『
日
蓮
仏
教
研
究
』
第
一
〇
号
、
常
圓
寺
日
蓮
仏
教
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

（
単
著
）「
久
遠
寺
身
延
文
庫
所
蔵
の
論
書
に
つ
い
て
」（『
日
連
教
学
と
そ
の
展
開
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
デ
ィ
ー
パ
ン
カ
ラ
シ
ュ
リ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
と
六
字
真
言
」（
第
七
一
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、日
蓮
宗
宗
務
院
、二
〇
一
八
年
一
一
月
九
日
）

（
単
独
）「D

īpaṃ
karaś rījñā na

に
帰
せ
ら
れ
る
一
三
の
マ
ン
ト
ラ
の
流
儀
に
つ
い
て
」（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
〇
回
学
術
大
会
、
仏
教
大
学
、
二
〇

一
九
年
九
月
七
日
）

《
国
際
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
後
期
中
観
文
献
に
説
か
れ
る
止
観
」（
臺
北
廣
明
寺
「
佛
教
義
理
與
實
踐
」
國
際
學
術
會
議
、
台
北
集
思
台
大
会
議
中
心
、
二
〇
一
八
年
一
一
月

二
四
日
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
》

（
単
独
）「
イ
ン
ド
仏
教
か
ら
見
る
法
華
経
」（
令
和
元
年
度
身
延
山
学
園
同
窓
会
北
海
道
支
部
総
会
、
千
歳
市
日
宣
寺
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
〇
日
）

（
単
独
）「
印
度
仏
教
か
ら
見
る
法
華
経
」（
令
和
元
年
度
九
州
延
山
会
大
分
大
会
、
別
府
市
両
筑
別
邸
、
二
〇
一
九
年
八
月
二
七
日
）
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彙　
　

報

四
四

《
調
査
・
出
張
》

（
海
外
）「
身
延
山
大
学
ラ
オ
ス
世
界
遺
産
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
ラ
オ
ス
、
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
、
二
〇
一
九
年
三
月
一
日
～
六
日
）

（
海
外
）「
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
・
ブ
ッ
デ
ィ
カ
、
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
科
研
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
ナ
ポ
リ
大
学
東
洋
学
部
プ
ロ
ー
チ
ダ
分
室
、
二
〇
一
九
年

九
月
一
〇
～
一
五
日
）

（
国
内
）「
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
科
研
第
一
回
キ
ッ
ク
オ
フ
研
究
会
」（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
日
）

（
国
内
）「
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
科
研
第
二
回
国
内
研
究
会
」（
大
正
大
学
総
合
仏
教
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
二
月
一
五
～
一
七
日
）

《
競
争
的
研
究
資
金
》

（
研
究
分
担
者
）
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ａ
「
グ
プ
タ
朝
以
降
の
イ
ン
ド
仏
教
の
僧
院
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
、
久
間
泰
賢
、
三
重
大
学
）

《
そ
の
他
》

（
単
著
）「
失
わ
れ
た
法
華
経
原
典
を
求
め
て
」（『
求
道
』
第
七
一
四
号
、
求
道
同
願
会
、
二
〇
一
九
年
九
月
）

▽
望
月　

真
澄　

教
授
（
仏
教
学
部
長
）

《
著
書
》

（
単
著
）『
も
っ
と
知
り
た
い
身
延
山
―
身
延
山
検
定
付
―
』
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
一
九
年
三
月

《
学
術
論
文
等
》

（
単
著
）「
近
世
・
近
代
の
日
蓮
絵
伝
記
に
つ
い
て
―
一
枚
物
を
中
心
に
―
」（
庵
谷
行
亨
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
日
蓮
教
学
と
そ
の
周
辺
』
山
喜
房
佛
書

林
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

（
単
著
）「
近
代
日
蓮
伝
記
絵
馬
の
比
較
」（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』、
二
〇
一
九
年
三
月
）

（
単
著
）「
近
世
・
近
代
日
蓮
絵
伝
記
の
種
類
に
つ
い
て
」（
日
本
宗
教
学
会
『
宗
教
研
究
』
別
冊
九
二
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

（
単
著
）「
日
蓮
宗
寺
院
の
伽
藍
配
置
と
妙
成
寺
伽
藍
の
特
徴
」（
羽
咋
市
妙
成
寺『
平
成
三
〇
年
度
妙
成
寺
文
化
財
調
査
中
間
報
告
書
』、二
〇
一
九
年
三
月
）

《
そ
の
他
》

『
正
法
』
法
華
遺
産
連
載
（
一
五
六
～
一
五
八
号
、
二
〇
一
九
年
一
月
～
九
月
）



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

令
和
元
年
十
月

四
五

《
監
修
》

法
華
宗
本
門
流
大
本
山
本
能
寺
御
宝
物
解
説
（
京
都
市
本
能
寺
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
近
世
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
る
伽
藍
配
置
の
特
徴
」（
日
本
宗
教
学
会
第
七
十
八
回
学
術
大
会
、
帝
京
科
学
大
学
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
九
年

九
月
一
五
日
）

《
調
査
・
出
張
》

（
国
内
）
日
蓮
宗
妙
成
寺
建
造
物
文
化
財
調
査
（
石
川
県
羽
咋
市
、
二
〇
一
九
年
二
月
一
六
～
一
七
日
）

（
国
内
）
日
蓮
宗
長
遠
寺
、
法
華
宗
本
門
流
本
興
寺
建
造
物
文
化
財
調
査
（
尼
崎
市
、
二
〇
一
九
年
三
月
二
二
日
）

（
国
内
）
日
蓮
宗
妙
音
寺
宗
宝
調
査
（
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
八
日
）

（
国
内
）
日
蓮
宗
能
勢
妙
見
堂
寺
院
調
査
（
京
都
府
南
丹
市
、
二
〇
一
九
年
七
月
三
〇
日
～
三
一
日
）

（
国
内
）
日
蓮
宗
蓮
光
寺
宝
物
調
査
（
大
阪
市
中
央
区
、
二
〇
一
九
年
八
月
二
四
日
）

（
国
内
）
法
華
宗
真
門
流
総
本
山
本
隆
寺
御
宝
物
虫
干
し
参
加
（
京
都
市
上
京
区
、
二
〇
一
九
年
八
月
二
五
日
）

（
国
内
）
日
蓮
宗
瑞
光
寺
宗
宝
調
査
（
京
都
市
伏
見
区
、
二
〇
一
九
年
八
月
二
八
日
～
三
〇
日
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
等
》

「
近
世
遊
行
僧
の
修
行
と
廻
国
―
木
喰
上
人
を
中
心
に
―
」（
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
、
山
梨
学
院
大
学
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
七
日
）

「
日
蓮
宗
の
法
華
信
仰
と
巡
拝
信
仰
」（
日
蓮
宗
山
静
教
区
教
学
研
修
会
、
笛
吹
市
ホ
テ
ル
八
田
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
）

「
妙
成
寺
の
伽
藍
配
置
―
日
蓮
宗
寺
院
の
伽
藍
配
置
の
特
徴
―
」（
石
川
県
羽
咋
市
民
公
開
講
座
『
妙
成
寺
の
構
成
・
そ
の
特
色
』
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
・
講
演
、
羽
咋
市
コ
ス
モ
ア
イ
ル
羽
咋
、
二
〇
一
九
年
三
月
二
四
日
）

「
日
蓮
宗
に
お
け
る
霊
場
の
成
立
に
つ
い
て
」（
日
蓮
宗
勇
通
法
縁
大
会
、
東
京
帝
国
ホ
テ
ル
、
二
〇
一
九
年
五
月
二
七
日
）

「
身
延
山
総
登
詣　

身
延
山
と
い
う
霊
場
」（
日
蓮
宗
尼
衆
宗
学
林
開
校
記
念
日
、
京
都
市
尼
衆
宗
学
林
、
二
〇
一
九
年
五
月
二
八
日
）

「
身
延
山
と
い
う
霊
場
」（
山
梨
県
市
川
三
郷
町
国
際
交
流
会
、
市
川
三
郷
町
役
場
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
〇
日
）

「
身
延
山
と
い
う
霊
場
―
東
谷
域
―
」（
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
地
域
連
携
講
座
・
特
別
講
演
会
、身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
、二
〇
一
九
年
六
月
二
九
日
）



身
延
山
大
学
仏
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二
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彙　
　

報

四
六

「
日
蓮
宗
の
霊
場
の
成
立
に
つ
い
て
」（
日
蓮
宗
中
四
国
教
区
教
学
研
修
会
、
福
山
市
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
、
二
〇
一
九
年
九
月
六
日
）

〇
日
蓮
学
専
攻

▽
庵
谷　

行
亨　

特
任
教
授

《
著
著
・
監
修
》

（
単
著
）『
日
蓮
聖
人
教
学
に
お
け
る
理
念
と
実
践
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

（
監
修
）『
御
遺
文
か
ら
学
ぶ
仏
法
僧
』（
長
崎
御
遺
文
勉
強
会
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）「
日
蓮
聖
人
教
学
に
お
け
る
教
と
行
（
一
）」（『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
四
六
号
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

《
講
演
・
講
義
・
研
修
会
》

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
教
学
の
体
系
」（
立
正
大
学
最
終
講
義
、
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
九
年
一
月
一
五
日
）

（
単
独
）「
宗
義
大
綱　

宗
祖
」（
日
蓮
宗
勧
学
院
講
座
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
一
九
年
五
月
一
三
日
）

（
単
独
）「
日
蓮
教
学
の
基
礎
」
全
六
回
（
日
蓮
宗
布
教
研
修
所
、
本
土
寺
、
二
〇
一
九
年
六
～
九
月
）

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
出
世
の
本
懐
」（
日
蓮
宗
中
央
教
学
研
修
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
一
九
年
七
月
二
四
日
）

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
の
観
心
法
門
」（
日
蓮
宗
大
阪
市
布
教
師
会
、
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
、
二
〇
一
九
年
九
月
六
日
）

（
単
独
）「
法
華
経
に
学
ぶ
」（
公
開
講
座
）、
池
上
本
門
寺
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
～
二
〇
一
九
年
九
月
、
毎
月
一
回
）

（
単
独
）「
法
華
経
の
教
え
・
日
蓮
聖
人
の
教
え
」（
公
開
研
修
会
）、（
宗
長
寺
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
～
二
〇
一
九
年
九
月
、
毎
月
一
回
）

《
調
査
・
出
張
》

（
国
内
）「
京
都
諸
寺
院
史
料
調
査
」（
京
都
市
上
京
区
妙
顕
寺
・
妙
覚
寺
・
本
法
寺
他
、
二
〇
一
九
年
九
月
二
～
三
日
）

《
雑
誌
・
新
聞
連
載
》

（
単
著
）「『
観
心
本
尊
抄
』
の
世
界
」
第
三
一
～
四
二
回
、（『
日
蓮
宗
新
聞
』
第
二
三
四
〇
号
～
二
三
七
三
号
、
毎
月
一
日
号
連
載
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二

〇
一
八
年
一
〇
月
～
二
〇
一
九
年
九
月
）
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令
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四
七

（
単
著
）「
法
華
経
に
学
ぶ
」
第
一
～
六
回
、（『
池
上
』
第
五
五
巻
四
号
～
九
号
、
毎
月
連
載
、
池
上
本
門
寺
、
二
〇
一
九
年
四
～
九
月
）

《
そ
の
他
》

（
序
文
）

（
単
著
）
林
瑞
蘭
著
『
天
台
與
三
論
於
中
國
佛
教
之
比
較
研
究
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

（
単
著
）
髙
橋
俊
隆
著
『
日
蓮
聖
人
の
歩
み
と
教
え
〈
身
延
期
〉』（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

▽
木
村　

中
一　

准
教
授
（
国
際
日
蓮
学
研
究
所
主
任
）

《
著
書
》

（
主
筆
編
集
）『
朝
夕
諷
誦　

日
蓮
聖
人
遺
文
（
上
・
中
・
附
巻
）』（
大
本
山
池
上
本
門
寺
、
二
〇
一
九
年
一
月
）

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）「
身
延
文
庫
沿
革
史
小
考
」（
庵
谷
行
亨
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
日
蓮
教
学
と
そ
の
展
開
』、
庵
谷
行
亨
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
二
〇

一
九
年
三
月
）

（
単
著
）「
日
蓮
の
書
写
本
に
関
す
る
一
試
論
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
七
巻
第
二
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
身
延
文
庫
沿
革
史
に
つ
い
て
」（
第
七
十
一
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
十
日
）

（
単
独
）「
日
本
仏
教
に
お
け
る
僧
侶
の
僧
位
・
尊
称
に
関
す
る
研
究
：
日
蓮
宗
寺
院
に
み
ら
れ
る
「
聖
人
」・「
上
人
」
号
を
中
心
と
し
て
」（
仏
教
思
想
学

会
第
三
十
五
回
学
術
大
会
、
身
延
山
大
学
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
十
九
日
）

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
》

（
単
独
）「
木
喰
上
人
が
い
き
た
そ
の
時
代
」（
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座〈
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座
〉、山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
八
年
十
一
月
三
日
）

（
単
独
）「
御
降
誕
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
：
幼
き
日
の
日
蓮
聖
人
像
と
日
蓮
宗
成
立
を
中
心
に
」（
第
三
十
一
回
勧
学
院
研
修
会
議
、
日
蓮
宗
宗
務

院
二
〇
一
九
年
一
月
二
十
五
日
）
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彙　
　

報

四
八

（
単
独
）「
宗
祖
降
誕
か
ら
始
ま
る
日
蓮
宗
」（
日
蓮
宗
静
岡
東
部
宗
務
所
総
会
、
サ
ン
バ
レ
ー
静
岡
三
島
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
十
四
日
）

（
単
独
）「
町
人
の
法
華
信
仰
と
年
中
行
事
」（
平
成
三
十
一
年
度
中
央
教
学
研
修
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
一
九
年
七
月
二
十
五
日
）

《
そ
の
他
》

（
連
載
）「『
日
蓮
聖
人
傳
絵
巻
』
に
み
る
日
蓮
聖
人
の
御
生
涯
」（『
み
の
ぶ
』、
身
延
教
報
社
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
～
現
在
）

（
単
独
）「
大
奥
女
中
の
書
状
か
ら
み
る
法
華
信
仰
」（『
法
華
』
一
一
二
五
号
、
法
華
会
、
二
〇
一
九
年
五
月
）

▽
金　

炳
坤　

准
教
授

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）「『
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
』
の
基
礎
的
研
究
」（『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
九
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

（
単
著
）「
元
曉
『
法
華
宗
要
』
訳
注
⑸
」（
坂
本
廣
博
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
佛
教
の
心
と
文
化
―
坂
本
廣
博
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集
―
』
山

喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

《
翻
訳
》

（
単
独
）
李
秀
美
「
史
経
鵬
氏
の
発
表
論
文
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
編
集
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
―
韓
・
中
・
日
国
際
仏

教
学
術
大
会
論
文
集
―
』
第
七
号
、
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
一
月
）

（
単
独
）
趙
英
美
「
程
正
氏
の
発
表
論
文
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
編
集
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
―
韓
・
中
・
日
国
際
仏
教

学
術
大
会
論
文
集
―
』
第
七
号
、
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
一
月
）

（
単
独
）
辛
師
任
「
北
周
道
安
の
『
二
敎
論
』
と
唐
法
琳
の
『
辯
正
論
』
と
の
影
響
關
係
―
敦
煌
寫
本P.3617, P.3766, P.2587, P.3742

を
中
心
と
し
て
―
」

（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
編
集
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
―
韓
・
中
・
日
国
際
仏
教
学
術
大
会
論
文
集
―
』
第
七
号
、
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
一
月
）

（
単
独
）
羅
佑
權
「
辛
師
任
氏
の
発
表
論
文
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
編
集
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
―
韓
・
中
・
日
国
際
仏

教
学
術
大
会
論
文
集
―
』
第
七
号
、
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
一
月
）

（
単
独
）
辛
師
任
「
羅
佑
權
氏
の
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
回
答
」（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
編
集
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
―
韓
・
中
・
日
国
際
仏
教
学
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術
大
会
論
文
集
―
』
第
七
号
、
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
一
月
）

（
単
独
）「
金
相
鉉
「『
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
助
覧
集
』
の
検
討
」
の
翻
訳
と
注
解
」（
庵
谷
行
亨
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
日
蓮
教
学
と
そ
の
展

開
―
庵
谷
行
亨
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
―
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

（
単
独
）
朴
仁
錫
「
永
明
延
寿
の
禅
思
想
が
韓
国
仏
教
に
及
ぼ
し
た
影
響
」（『
国
際
禅
研
究
』
第
三
号
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
国
際
禅
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
二
〇
一
九
年
七
月
）

《
研
究
協
力
》

　
　
　

望
月
海
慧「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳『
妙
法
蓮
華
註
』「
序
品
」和
訳
⑵
」（『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』第
一
九
号
、身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
寂
撰
『
法
華
経
集
験
記
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
〇
回
学
術
大
会
、
佛
教
大
学
（
紫
野
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
二
〇
一
九

年
九
月
八
日
）

《
調
査
》

（
国
内
）「
古
代
日
本
仏
教
文
化
形
成
に
及
ぼ
し
た
海
東
仏
教
の
影
響
に
関
す
る
調
査
」（
身
延
山
大
学
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
室
、
世
界
遺
産
（
文
化
遺
産
）・

古
都
奈
良
の
文
化
財
・
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
、
二
〇
一
九
年
四
月
三
〇
～
五
月
三
日
）

《
講
演
》

「
西
域
・
中
国
・
海
東
に
お
け
る
法
華
章
疏
の
展
開
」（
平
成
三
〇
年
度
身
延
山
大
学
京
都
特
別
公
開
講
座
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
華
仏
教
の
流
通
」、
立
本

寺
内
教
法
院
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
）

「
法
華
経
の
担
い
手
―
三
国
四
師
物
語
―
」（
令
和
元
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座
「
受
け
継
が
れ
る
べ

き
も
の
語
り
継
が
れ
る
べ
き
こ
と
」、
山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
七
月
二
一
日
）

《
そ
の
他
》

（
単
著
）「
続
『
棲
神
』
総
目
録
（
自
第
四
十
六
号 

至
第
六
十
七
号
）」（『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
九
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
〇
一

八
年
一
〇
月
）
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〇

▽
岡
田　

文
弘　

特
任
講
師

《
学
術
論
文
等
》

（
単
著
）「
鎮
源
『
法
華
験
記
』
に
お
け
る
経
典
の
扱
い　
『
法
華
経
』
以
外
の
経
典
を
中
心
に
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
六
七
巻
第
一
号
、
日
本
印
度

学
仏
教
学
会
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
）

（
単
著
）「
日
蓮
聖
人
の
即
身
成
仏
義　
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』を
中
心
に
」（『
現
代
宗
教
研
究
』第
五
三
号
、日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
、二
〇
一
九
年
三
月
）

《
そ
の
他
》

（
単
独
）「『
法
華
験
記
』
の
世
界　
『
法
華
経
』
を
め
ぐ
る
人
間
観
」（『
ｗ
ｅ
ｂ
春
秋　

は
る
と
あ
き
』、
春
秋
社
、
二
〇
一
九
年
二
月
）

《
研
究
例
会
発
表
》

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
の
即
身
成
仏
義　
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』を
中
心
に
」（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
例
会
、日
蓮
宗
宗
務
院
、二
〇
一
八
年
十
月
一
八
日
）

（
単
独
）「
鎮
源
『
法
華
験
記
』
と
宗
性
『
弥
勒
如
来
感
応
抄
』」（
平
成
三
〇
年
度
法
華
経
文
化
研
究
所
第
二
回
研
究
員
研
究
生
研
究
会
、
立
正
大
学
、
二

〇
一
八
年
十
月
三
一
日
）

（
単
独
）「
観
察
中
に
生
じ
た
諸
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
天
台
大
師
智
顗
『
次
第
禅
門
』
を
例
と
し
て
」（「
仏
教
学
・
心
理
学
・
脳
科
学
の
協
同
に
よ

る
止
観
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」
研
究
例
会
、
東
京
大
学
、
二
〇
一
九
年
三
月
一
五
日
）

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚
」（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
例
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
一
九
年
六
月
一
〇
日
）

《
講
演
・
講
義
》

（
単
独
）「
五
大
部
講
義
」
全
五
回
う
ち
第
四
・
五
回
（
第
五
七
回
日
蓮
宗
布
教
研
修
所
、
平
賀
本
土
寺
、
十
月
四
日
・
二
二
日
）

（
単
独
）「『
法
華
経
』
の
成
立　

そ
し
て
、
躍
動
の
展
開
」（
大
阪
日
蓮
聖
人
門
下
懇
話
会
、
榮
久
山
妙
光
寺
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
五
日
）

（
単
独
）「
青
少
年
の
た
め
の
仏
教
塾　

日
本
仏
教
の
部
」
全
六
回
（
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
、
二
〇
一
九
年
一
月
～
三
月
の
第
二
第
四
土
曜
日
）

（
単
独
）「
仏
教
説
話
の
世
界
」
全
四
回
（
法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林
、
新
宿
常
円
寺
、
四
月
一
三
日
、
五
月
一
一
日
、
六
月
八
日
、
七
月
六
日
）

（
単
独
）「
五
大
部
講
義
」
全
五
回
（
第
五
八
回
日
蓮
宗
布
教
研
修
所
、
平
賀
本
土
寺
、
六
月
一
四
・
二
四
日
、
七
月
八
・
一
二
・
一
九
日
）

（
単
独
）「
物
語
の
中
の
仏
教
、
仏
教
の
中
の
物
語　

仏
教
説
話
の
世
界
」（
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
「
受
け
継
が
れ
る
べ
き
も
の 

語
り
継
が
れ
る
べ

き
こ
と
」
第
二
回
、
山
梨
学
院
、
二
〇
一
九
年
七
月
七
日
）
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《
調
査
・
出
張
》

（
海
外
）「
平
成
三
〇
年
度
日
蓮
宗
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
派
遣
研
究
員
」（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
二
〇
一
九
年
一
月
一
七
日
～
二
四
日
）

（
海
外
）「
令
和
元
年
度
日
蓮
宗
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
派
遣
研
究
員
」（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
二
〇
一
九
年
八
月
二
五
日
～
二
〇
二
〇
年
三
月
三
一
日
）

（
海
外
）「
ハ
―
バ
―
ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
客
員
研
究
員
」（
ハ
―
バ
―
ド
大
学
、二
〇
一
九
年
九
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月
）

▽
桑
名　

法
晃　

助
教

《
学
術
論
文
等
》

（
単
著
）「
日
蓮
聖
人
の
檀
越
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
―
大
曼
荼
羅
の
讃
文
と
檀
越
の
供
養
を
中
心
と
し
て
―
」（『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一

九
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

（
単
著
）「
日
蓮
図
顕
の
大
曼
荼
羅
―
讃
文
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
七
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
一
八

年
一
二
月
）

（
単
著
）「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
本
尊
義
の
実
践
―
弟
子
に
対
す
る
「
こ
こ
ろ
み
」
の
要
請
の
意
義
―
」（
庵
谷
行
亨
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
日
蓮
教
学
と

そ
の
展
開
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
深
草
瑞
光
寺
所
蔵
『
宗
祖
一
代
本
尊
鑑
』
に
つ
い
て
」（
第
七
一
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、日
蓮
宗
宗
務
院
、二
〇
一
八
年
一
一
月
一
〇
日
）

（
単
独
）「
草
山
教
学
の
継
承
―
本
妙
日
臨
に
お
け
る
元
政
と
慧
明
―
」（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
十
回
学
術
大
会
、佛
教
大
学
、二
〇
一
九
年
九
月
八
日
）

《
調
査
・
出
張
》

（
国
内
）「
日
蓮
宗
宗
宝
調
査
」（
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
二
～
一
四
日
）

（
国
内
）「
日
蓮
宗
宗
宝
調
査
」（
京
都
深
草
瑞
光
寺
、
二
〇
一
九
年
三
月
一
七
～
一
八
日
）

（
国
内
）「
身
延
文
庫
・
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
典
籍
調
査
」（
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
・
東
国
大
学
仏
教
文
化
学
術
院
共
同
研
究
、
二
〇
一
九

年
七
月
一
日
）

（
国
内
）「
瑞
光
寺
資
料
調
査
」（
京
都
深
草
瑞
光
寺
、
二
〇
一
九
年
八
月
五
～
七
日
）



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

彙　
　

報

五
二

（
国
内
）「
日
蓮
宗
宗
宝
調
査
」（
京
都
深
草
瑞
光
寺
、
二
〇
一
九
年
八
月
二
六
～
三
〇
日
）

（
国
内
）「
解
脱
寺
資
料
調
査
」（
鳥
取
県
阿
毘
縁
解
脱
寺
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
八
日
）

《
講
演
》

（
単
独
）「
孝
の
あ
り
方
―
真
の
孝
養
に
つ
い
て
考
え
る
―
」（
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
連
携
講
座　

令
和
元
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
、　

山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
七
月
一
四
日
）

〇
仏
教
芸
術
専
攻

▽
池
上　

要
靖　

教
授

《
論
文
》

「
延
山
流
声
明
と
新
資
料『
他
見
無
用　

声
明
口
傳
』」（
庵
谷
行
亨
先
生
古
稀
記
念
論
文
集『
日
蓮
教
学
と
そ
の
展
開
』二
〇
一
九
年
三
月
、山
喜
房
佛
書
林
）

《
雑
誌
》

「
紙
上
説
法　

第
一
一
〇
回　
「
改
元
に
よ
せ
て
」『
教
報　

み
の
ぶ
』
：
（
三
〇
―
三
一
）、
二
〇
一
九
年
六
月

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
会
な
ど
》

「
声
明
と
は
？　

原
論
か
ら
延
山
流
声
明
ま
で　

第
三
講　

延
山
流
法
式
と
延
山
流
声
明
に
つ
い
て
」、
日
蓮
宗
神
奈
川
県
下
合
同
声
明
研
修
会
、
鎌
倉　

本
覺
寺
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
七
日

《
出
前
授
業
》

「
イ
ン
ド
の
古
文
献
を
読
み
解
く
」、
山
梨
県
立
甲
府
城
西
高
等
学
校　

平
成
30
年
度
上
級
学
校
連
携
講
座
、
甲
府　

城
西
高
等
学
校
、
二
〇
一
八
年
一
〇

月
一
二
日

「
コ
コ
ロ
の
お
話
」、
甲
斐
清
和
高
等
学
校
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
六
日

《
地
域
連
携
活
動
》

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
身
延
山
」
主
催
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
四
日
、
一
一
月
一
〇
日
、
一
二
月
一
五
日
、
平
成
三
一
年
一
月
一
二
日
、
三
月
九
日
、
四
月

一
三
日
、
二
〇
一
九
年
五
月
一
二
日
、
六
月
八
日
、
九
月
一
四
日
）



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

令
和
元
年
十
月

五
三

▽
間
宮　

啓
壬　

教
授

《
受
賞
》

望
月
学
術
賞
（
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
〔
所
長
庵
谷
行
亨
立
正
大
学
仏
教
学
部
教
授
〕
よ
り
二
〇
一
八
年
一
一
月
九
日
受
賞
。
間
宮
啓
壬
著
『
日
蓮
に

お
け
る
宗
教
的
自
覚
と
救
済
─
「
心
み
」
の
宗
教
─
』
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
に
対
し
て
）

《
学
術
論
文
等
》

（
単
著
）「
本
の
紹
介
：
『
興
風
』
第
二
九
号
（
平
成
二
九
年
一
二
月
一
三
日
発
行
）、
興
風
談
所
」（
法
華
仏
教
研
究
所
『
法
華
仏
教
研
究
』
第
二
七
号
、

二
〇
一
八
年
一
二
月
）

（
単
著
）「
日
蓮
に
お
け
る
「
一
念
三
千
」
─
「
己
心
」
解
釈
も
含
め
て
─
」（
庵
谷
行
亨
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
日
蓮
教
学
と
そ
の
展
開
』
山
喜
房
仏
書

林
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

（
単
著
）「
日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
自
覚
、
再
々
論
─
菅
原
・
山
上
両
氏
に
応
え
る
─
」（
日
蓮
仏
教
研
究
所
『
日
蓮
仏
教
研
究
』
第
一
〇
号
、

二
〇
一
九
年
三
月
）

（
単
著
）「
日
蓮
に
お
け
る
「
一
念
三
千
」
─
「
己
心
」
解
釈
も
含
め
て
─
」（
日
本
宗
教
学
会
『
宗
教
研
究
』
第
九
二
巻
別
冊
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
日
蓮
に
お
け
る
一
念
三
千
─
「
己
心
」
の
二
重
性
─
」（
印
度
学
宗
教
学
会
第
六
一
回
学
術
大
会
、
天
理
大
学
杣
之
内
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
九

年
六
月
九
日
）

（
単
独
）「「
四
十
五
字
法
体
段
」
に
お
け
る
「
己
心
」
の
二
重
性
─
日
蓮
の
一
念
三
千
─
」（
日
本
宗
教
学
会
第
七
七
回
学
術
大
会
、
帝
京
科
学
大
学
千
住

キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
五
日
）

《
講
演
・
講
義
》

「
仏
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
？
─
「
如
来
使
」
た
る
こ
と
の
意
義
─
」（
平
成
三
〇
年
度
日
蓮
宗
山
静
教
区
布
教
講
習
会
、
石
和
温
泉
名
湯
館
「
糸
柳
」、

二
〇
一
八
年
一
一
月
六
日
）



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

彙　
　

報

五
四

▽
柳
本　

伊
左
雄　

特
任
教
授

特
に
な
し

▽
ジ
ル
・
エ
マ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
マ
ン　

特
任
講
師

特
に
な
し

〇
福
祉
学
専
攻

▽
伊
東　

久
実　

教
授

《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
》

「
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
子
ど
も
理
解
―
他
者
と
の
関
係
の
中
で
育
つ
子
ど
も
―
」（
身
延
町
立
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
習
会
、
身
延
町
立
小
学
校
二
〇
一
八

年
一
一
月
二
八
日
）

「
絵
本
か
ら
広
が
る
あ
そ
び
」（
北
杜
市
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
、
北
杜
市
立
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル
、
二
〇
一
九
年
二
月
二
二
日
）

「
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
子
ど
も
理
解
―
他
者
と
の
関
係
の
中
で
育
つ
子
ど
も
―
」（
身
延
町
立
下
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
習
会
、身
延
町
立
下
山
小
学
校
、

二
〇
一
九
年
六
月
二
六
日
）

「
三
世
代
交
流
七
夕
ま
つ
り
」（
南
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
交
流
事
業
、
南
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
二
〇
一
九
年
七
月
一
二
日
）

《
地
域
連
携
活
動
》

「
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト
―
お
に
い
さ
ん
、
お
ね
え
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
！
」（
身
延
児
童
館
、
二
〇
一
八
年
九
月
二
一
日
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
四
日
、
二

〇
一
九
年
五
月
二
八
日
）

《
調
査
・
出
張
》

（
国
内
）
熊
本
市
現
代
美
術
館
内
街
な
か
子
育
て
ひ
ろ
ば
子
育
て
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
調
査
（
熊
本
県
熊
本
市
、
二
〇
一
九
年
八
月
二
四
日
）



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

令
和
元
年
十
月

五
五

▽
田
沼　

朗　

教
授

《
著
書
》

（
共
著
）
一
般
社
団
法
人　

学
童
保
育
士
協
会
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

学
童
保
育
協
会
編
『
テ
キ
ス
ト
「
学
童
保
育
士
・
基
礎
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
―
指

導
員
の
専
門
性
を
高
め
る
た
め
に
―
』　

二
〇
一
八
年
一
二
月
一
日　

日
本
機
関
紙
セ
ン
タ
ー

（
共
著
）
教
育
科
学
研
究
会
・
学
校
部
会
編
『
学
校
づ
く
り
の
実
践
と
可
能
性
―
学
校
を
人
間
的
協
同
の
場
に
―
』　

二
〇
一
九
年
八
月
五
日　

績
文
堂

出
版

（
共
編
著
）
日
本
子
ど
も
を
守
る
会
編
『
子
ど
も
白
書　

二
〇
一
九
年　

―
子
ど
も
は
「
生
き
て
」
い
る
か　

子
ど
も
の
権
利
条
約
三
〇
年
の
い
ま
』
二
〇

一
九
年
八
月
一
五
日

《
論
稿
》

（
単
著
）「
学
校
教
育
概
論
」（
前
掲
『
テ
キ
ス
ト
「
学
童
保
育
士
・
基
礎
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
』　pp190‒201

）

（
単
著
）「
学
校
部
会
５
月
例
会
、
７
月
例
会
の
ま
と
め
」（
教
育
科
学
研
究
会
学
校
部
会
編
『
学
校
部
会
だ
よ
り
第
11
号
』
二
〇
一
九
年
二
月
号　

二
〇
一

九
年
二
月
二
八
日　

pp1‒6

）

（
単
著
）「
第
一
章
第
一
節　

学
校
論
・
学
校
づ
く
り
論
の
あ
ゆ
み
と
到
達
点
」（
前
掲
『
学
校
づ
く
り
の
実
践
と
可
能
性
』　pp1‒24

（
単
著
）「
第
六
章
第
一
節　

こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
の
課
題
と
展
望
」（
前
掲
『
学
校
づ
く
り
の
実
践
と
可
能
性
』　pp257‒265

（
単
著
）「
子
ど
も
の
権
利
条
約
30
年
と
学
校
」（
前
掲
『
子
ど
も
白
書　

２
０
１
９
』　pp146‒148

）

《
学
会
発
表
等
》

（
単
独
）「
教
育
科
学
研
究
会
川
崎
大
会
学
校
づ
く
り
分
科
会
の
ま
と
め
」（
教
育
科
学
研
究
会
学
校
部
会
二
〇
一
九
年
三
月
例
会　

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ

ン
パ
ス　

二
〇
一
九
年
三
月
二
三
日
）

《
学
会
参
加
等
》

　
　
　
　

教
育
科
学
研
究
会
二
〇
一
九
年
三
月
集
会
（
二
〇
一
九
年
三
月
三
〇
日　

桐
朋
中
学
校
・
高
等
学
校
）

　
　
　
　

日
本
教
育
法
学
会
二
〇
一
九
年
度
定
期
総
会
（
二
〇
一
九
年
六
月
一
日　

和
光
大
学
）

　
　
　
　

第
58
回
教
育
科
学
研
究
会
全
国
大
会
（
二
〇
一
九
年
八
月
一
〇
―
一
二
日　

桐
朋
中
学
校
・
高
等
学
校
）



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

彙　
　

報

五
六

▽
田
淵　

和
子　

特
任
教
授

特
に
な
し

▽
髙
橋　

賢
充　

特
任
准
教
授

《
講
演
》

「
理
解
と
予
防
」（
札
幌
国
際
大
学
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
講
演
会
、
札
幌
国
際
大
学
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
九
日
）

「
支
援
が
必
要
な
人
々
を
支
え
寄
り
添
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
～
社
会
福
祉
専
門
職
の
知
見
か
ら
学
ぶ
～
」（
日
蓮
宗
静
岡
中
部
社
会
教
化
事
業
協
会
研

修
会
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
富
士
、
二
〇
一
九
年
五
月
一
四
日
）

「
あ
る
認
知
症
の
女
性
の
語
り
か
ら　

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
」（
令
和
元
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
「
受
け
継
が
れ
る
べ
き
も
の　

語
り

継
が
れ
る
べ
き
も
の
」、
山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
九
日
）

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
技
術
」（
山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会
「
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
緊
急
支
援
事
業
キ
ャ
リ
ア
形
成
技
術
指
導
事
業
研
修
」、
身
延
山
大
学

実
習
棟
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
二
日
）

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
～
理
解
と
予
防
～
」（「
身
延
山
大
学
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
研
修
」、
身
延
山
大
学
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
九
日
）

▽
村
瀬　

正
光　

特
任
准
教
授

特
に
な
し

▽
佐
々
木
さ
ち
子　

特
任
講
師

特
に
な
し

▽
建
守　

善
之　

特
任
講
師

《
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
》



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

令
和
元
年
十
月

五
七

「
介
護
福
祉
学
」（
介
護
教
員
教
習
会
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、
岩
井
会
議
室
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
日
）

「
教
育
学
」（
介
護
教
員
教
習
会
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、
岩
井
会
議
室
、
二
〇
一
九
年
七
月
七
日
）

「
心
理
学
」（
介
護
教
員
教
習
会
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、
岩
井
会
議
室
、
二
〇
一
九
年
八
月
一
七
日
）

「
教
育
心
理
学
」（
介
護
教
員
教
習
会
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、
岩
井
会
議
室
、
二
〇
一
九
年
八
月
三
一
日
）

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る　

リ
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
支
援
」（
福
祉
介
護
人
材
確
保
緊
急
支
援
事
業
、
身
延
山
大
学
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
〇
日
）

「
介
護
過
程
Ⅲ
」（
実
務
者
研
修
、
身
延
山
大
学
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
四
）

「
教
育
方
法
」（
介
護
教
員
教
習
会
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、
岩
井
会
議
室
、
二
〇
一
九
年
九
月
二
一
日
）

「
教
育
評
価
」（
介
護
教
員
教
習
会
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、
岩
井
会
議
室
、
二
〇
一
九
年
九
月
二
八
日
）

▽
手
塚　

知
子　

特
任
講
師

《
講
演
等
》

「
障
害
児
保
育
の
環
境
」（
東
京
都
保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
「
障
害
児
保
育
」、
八
王
子
保
育
専
門
学
院
、
二
〇
一
九
年
二
月
二
六
日
）

「
子
育
て
に
ま
つ
わ
る
定
説
を
考
え
て
み
よ
う
～
発
達
心
理
学
の
視
点
か
ら
～
」（
令
和
元
年
度 

身
延
山
大
学 

甲
府
公
開
講
座
「
受
け
つ
が
え
る
べ
き
も

の
語
り
継
が
れ
る
べ
き
こ
と
」、
山
梨
学
院
障
害
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
七
月
二
七
日
）

▽
富
山
美
由
紀　

特
任
講
師

《
講
演
等
》

（
単
独
）
学
び
の
庵
「
音
楽
脳
ト
レ®︎

で
若
さ
、
記
憶
力
ア
ッ
プ
！
」
於　

甲
府
市
総
合
市
民
会
館　

会
議
室　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
二
日

（
単
独
）
保
育
士
研
修
「
音
楽
脳
ト
レ®︎

で
若
さ
、
記
憶
力
ア
ッ
プ
！
」
於　

昭
和
町
上
河
東
保
育
園
大
ホ
ー
ル　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
九
日

（
単
独
）
松
島
団
地
自
治
会
記
念
講
演
「
音
楽
脳
ト
レ®︎

で
若
さ
、
記
憶
力
ア
ッ
プ
！
」
於　

松
島
団
地　

公
民
館
ホ
ー
ル　

二
〇
一
八
年
一
二
月
二
二

日
（
単
独
）
新
紺
屋
高
齢
者
学
級
講
演
「
音
楽
脳
ト
レ®︎

で
若
さ
、
記
憶
力
ア
ッ
プ
！
」
於　

北
東
公
民
館
大
ホ
ー
ル　

二
〇
一
九
年
一
月
二
九
日



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

彙　
　

報

五
八

（
単
独
）
Ｊ
Ａ
山
梨
中
央
会
講
演
「
音
楽
脳
ト
レ®︎

で
若
さ
、
記
憶
力
ア
ッ
プ
！
」
於　

甲
府
市
Ｊ
Ａ
会
館　

二
〇
一
九
年
三
月
七
日

《
そ
の
他
》

「
定
番
・
名
曲
ラ
ン
チ
リ
サ
イ
タ
ル
」
於　

甲
府
常
磐
ホ
テ
ル　

二
〇
一
九
年
七
月
二
八
日

▽
中
野　

宏
子　

特
任
講
師

特
に
な
し

▽
望
月　

香
代　

特
任
講
師

《
講
演
》

「
政
見
放
送
手
話
通
訳
実
践
技
術
・
実
践
技
術
の
解
説
・
手
話
通
訳
実
技
演
習
」（
総
務
省
・
三
団
体
政
見
放
送
検
討
委
員
会
共
催
「
政
見
放
送
手
話
通
訳

士
研
修
会in

総
務
省
」
、
総
務
省
地
下
講
堂
、
二
〇
一
九
年
四
月
二
十
二
日
）

「
政
見
放
送
手
話
通
訳
実
践
技
術
・
実
践
技
術
の
解
説
・
手
話
通
訳
実
技
演
習
」（
三
団
体
政
見
放
送
検
討
委
員
会
主
催
「
政
見
放
送
手
話
通
訳
士
研
修
会

in

福
井
」
、
福
井
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
九
月
七
日
）

〇
二
〇
一
九
年
仏
教
学
部
卒
業
論
文
論
題
及
び
指
導
教
員

▽
仏
教
学
科
（
計
一
〇
名
）

海
野
滉
雄　
　
　
　

日
興
上
人
の
生
涯
に
つ
い
て
の
研
究 

望
月
真
澄

石
川
知
明　
　
　
　

立
正
安
国
論
の
研
究 

木
村
中
一

伊
藤
智
謙　
　
　
　

草
山
元
政
の
交
流
関
係
と
そ
の
受
容 

木
村
中
一

神
浦
孝
彦　
　
　
　

日
蓮
聖
人
と
法
華
経　

―
い
わ
ゆ
る
「
色
読
」
の
観
点
か
ら
― 

間
宮
啓
壬

佐
古
忠
法　
　
　
　

常
不
軽
院
日
真
伝
研
究 

木
村
中
一



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

令
和
元
年
十
月

五
九

望
月
堯
真　
　
　
　

日
蓮
聖
人
の
恩
に
関
す
る
研
究 

木
村
中
一

山
田
覚
明　
　
　
　

葬
儀
の
歴
史
と
現
代
の
葬
儀
の
種
々
相 

間
宮
啓
壬

秋
山
奈
美　
　
　
　

仏
教
と
心　

―
仏
教
で
は
心
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
― 

望
月
海
慧

髙
橋
真
嗣　
　
　
　

日
蓮
聖
人
の
病
に
関
す
る
一
考
察　

―
真
蹟
遺
文
を
中
心
に
― 

金　

炳
坤

望
月
祥
孝　
　
　
　

日
蓮
聖
人
の
法
難
を
め
ぐ
る
認
識 

木
村
中
一

▽
福
祉
学
科
（
計
三
名
）

深
沢
辰
哉　
　
　
　

認
知
症
で
の
徘
徊
に
よ
る
行
方
不
明
高
齢
者
の
課
題
と
今
後
の
対
応 

楢
木
博
之

中
村　

毅　
　
　
　

ピ
ッ
ク
病
型
認
知
症
の
現
状
と
課
題 

田
沼　

朗

松
村
美
七
海　
　
　

知
的
障
害
者
の
居
場
所
に
関
す
る
一
考
察 

楢
木
博
之

〇
二
〇
一
九
年
各
賞
受
賞
者

▽
法
主
賞

内
藤
和
心

▽
総
裁
賞

秋
山
奈
美

▽
理
事
長
賞

望
月
祥
孝

▽
学
長
奨
励
賞

髙
橋
真
嗣

▽
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟
賞

松
村
美
七
海



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
号　

彙　
　

報

六
〇

▼
学
部
紀
要
編
集
委
員
会

伊
東
久
実
（
編
集
委
員
）、
髙
橋
賢
充
（
編
集
委
員
）、
金
炳
坤
（
編
集
協
力
）、
ジ
ル
・
エ
マ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
マ
ン
（
編
集
協
力
）


